
アンケートへの
ご協力を
お願いします。

秋田大学医学部附属病院 産婦人科

令和5年度 秋⽥県技術イノベーション創出・活⽤促進事業 産学官連携チャレンジ促進事業

お問い合わせ・研究責任者 | 秋⽥⼤学医学部附属病院 産婦⼈科 藤嶋明⼦  018-884-6163  fujishimaa@med.akita-u.ac.jp

「同意します」にチェックして、
「次へ」ボタンをタップすると
⼊⼒フォームに移動できます。
個⼈情報（メールアドレスや名前
など）は⼊⼒不要です。

問題は約25問です。ページ最下部
まで⼊⼒したら、「次へ」をタッ
プしてページを移動してください。

こちらが最後まで回答したページ
です。最下部「送信」を押して完
了です。

5所要時間は約   分、かんたん   ステップで完了します

秋⽥県内在住の
お⼦さんが12歳以下

のお⺟さん

< 対象 >

3

お母さんへのお手紙です。
初めまして、秋田大学産婦人科の藤嶋明子です。毎日の育児お疲れ様です。

私は子どもが３人いますが、妊娠中も育児中も「幸せ」なことだけではないですよね。

仕事も、自分の食べたい物も、体調不良の時も、美容院に行くのも我慢している日々 が始まり、
私は何が好きなんだっけ。と何とも言えない虚しさに襲われることもあります。

多くの妊産婦さんとお話する中で、「母親だから我慢」という気持ちは、子育て中の女性に共通する社会全体の

問題なのではないかと気がつきました。

多くのお母さんたちが後回しにしているのが、ご自身の健康問題です。
お母さんが元気で過ごすために、医療ができることがあります。例えば、今悩んでいる月経が軽くなれば、毎日が
少し楽になるかもしれません。「がん検診はまだいいか」と先延ばししたことで、取り返しのつかないことになる

かもしれません。しかし、今の社会はお母さんが受けるべき医療が受けにくく、その結果、お母さんの体だけでは

なく、心への負担も大きくなっています。

このような社会を変えたい。
今回集まったお声をもとに、お母さんたちが我慢せずに病院受診できるような街づくり、

今の子どもたちが子どもを持ちたいと思えるような街づくりを目指しています。

そのためにお母さん方の悩み、希望する支援など生の声が必要です。
ぜひ、アンケートにご協力ください。

アンケート回答はこちらから

お⺟さんに優しい社会をつくるために

321

2024年1⽉31⽇までにご回答お願いします。


